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■
講
演
者
…
…
薮
中
三
十
二（
立
命
館
大
学
特
別
招
聘
教
授
、
元

外
務
事
務
次
官
）

■
司　

会
…
…
阪
田
恭
代
（
本
学
国
際
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

学
科
教
授
）

薮
中
三
十
二
（
や
ぶ
な
か
・
み
と
じ
）
氏
の
略
歴　

一
九
六
九
年
外
務
省
入
省
、
韓
国
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
米
国
在
勤
の

後
、
北
米
第
二
課
長（
日
米
経
済
摩
擦
担
当
）、
国
際
戦
略
問
題
研
究
所

主
任
研
究
員（
ロ
ン
ド
ン
Ｉ
Ｉ
Ｓ
Ｓ
）、
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
代
表
部
公
使
、
外

務
本
省
総
務
課
長
、
ア
ジ
ア
局
審
議
官
を
経
て
、
在
シ
カ
ゴ
総
領
事
。

二
〇
〇
二
年
よ
り
ア
ジ
ア
大
洋
州
局
長（
六
カ
国
協
議
首
席
代
表
）、
外

務
審
議
官（
経
済
担
当
、
Ｇ
８
サ
ミ
ッ
ト
・
シ
ェ
ル
パ
）、
外
務
審
議
官

（
政
務
担
当
）を
経
て
、
二
〇
〇
八
年
に
外
務
事
務
次
官
。
二
〇
一
〇
年

外
務
省
退
官
後
、
外
務
省
顧
問
、
野
村
総
合
研
究
所
顧
問
、
立
命
館
大

学
教
授
、
大
阪
大
学
教
授
。
著
書
に
『
対
米
経
済
交
渉
―
摩
擦
の
実
像
』

（
サ
イ
マ
ル
出
版
会
）、『
国
家
の
命
運
』（
新
潮
新
書
）、『
日
本
の
針
路

―
ヒ
ン
ト
は
交
隣
外
交
の
歴
史
に
あ
り
』（
岩
波
書
店
）
な
ど
。

【
講
演
会
開
催
の
趣
旨
】

本
講
演
会
は
、
本
学
グ
ロ
ー
バ
ル
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
研
究
所

と
現
代
韓
国
朝
鮮
学
会
の
共
催
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
実
現
し
、
同
学
会
第

一
六
回
研
究
大
会
初
日
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
東
ア
ジ
ア
の
未
来
―
日
中

韓
協
力
か
ら
考
え
る
」
の
一
部
と
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

な
ぜ
「
日
中
韓
協
力
」
を
講
演
会
の
テ
ー
マ
に
選
ん
だ
の
か
に
つ
い

て
少
し
説
明
し
ま
す
。
日
中
韓
首
脳
会
談
は
一
九
九
七
年
以
来
、
毎
年

ア
セ
ア
ン（
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
：
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
連
合
）拡
大
会
議
の
場
を

借
り
て
開
催
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
二
〇
〇
八
年
以
降
、
福
岡
を
皮
切

り
に
、
日
中
韓
三
か
国
の
都
市
で
開
催
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
二
〇
一
一

の
三
・
一
一
震
災（
東
日
本
大
震
災
）直
後
の
首
脳
会
談
で
中
韓
首
脳
ら

は
福
島
を
訪
問
し
、
隣
国
と
し
て
の
連
帯
感
を
示
し
ま
し
た
。
し
か
し
、

近
年
、
日
中
韓
三
か
国
の
歴
史•

領
土
問
題
を
め
ぐ
る
対
立
が
先
鋭
化

し
、
二
〇
一
三
年
に
初
め
て
首
脳
会
談
が
中
断
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、

二
〇
一
五
年
一
一
月
七
日　

開
催　
〈
現
代
韓
国
朝
鮮
学
会 

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
東
ア
ジ
ア
の
未
来

―
日
中
韓
協
力
か
ら
考
え
る
」 

共
催
〉

日
本
外
交
に
お
け
る
日
中
韓
協
力
―
そ
の
意
義
と
課
題 

薮
中
三
十
二

 

（
執
筆
＝
阪
田
恭
代
）
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日
中
韓
関
係
は
さ
ら
に
悪
化
の
一
途
を
た
ど
り
、
日
韓
関
係
も
慰
安
婦

問
題
を
中
心
と
す
る
歴
史
問
題
を
め
ぐ
り
、
安
倍
晋
三
首
相
と
朴
槿
恵

大
統
領
の
首
脳
会
談
を
実
現
で
き
な
い
ま
ま
、
二
〇
一
五
年
の
日
韓
国

交
五
〇
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
日
中
韓
三
か
国
関
係
が
一

段
と
厳
し
く
な
る
中
、
あ
え
て
「
日
中
韓
協
力
」
を
講
演
会
の
テ
ー
マ

に
選
び
ま
し
た
。
お
そ
ら
く
多
く
の
学
生
の
皆
さ
ん
に
と
っ
て
は
日
中

韓
と
い
え
ば
、
社
会
・
文
化
面
の
様
々
な
交
流
を
想
起
す
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
し
か
し
、
日
中
韓
に
は
政
治
・
外
交
・
戦
略
的
な
側
面
も
あ

り
ま
す
。
政
治
・
外
交
が
社
会
・
文
化
の
活
動
を
後
押
し
す
る
と
き
も

あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
を
妨
げ
る
と
き
も
あ
り
ま
す
。
社
会
・
文
化
の
み

な
ら
ず
、
政
治
・
外
交
も
知
る
こ
と
で
、
日
中
韓
関
係
、
日
中
韓
協
力

の
意
味
に
つ
い
て
深
く
理
解
で
き
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
テ
ー
マ
に
つ
い
て
お
話
し
て
い
た
だ
く
に
相
応
し
い
講

師
を
、
今
回
、
現
代
韓
国
朝
鮮
学
会
会
長
、
平
岩
俊
司
・
関
西
学
院
大

学
教
授
と
当
学
会
理
事
、
伊
豆
見
元
・
静
岡
県
立
大
学
教
授
の
ご
助
力

の
下
、
本
学
に
招
待
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。「
ミ
ス
タ
ー
外
交
」
こ

と
立
命
館
大
学
教
授
の
元
外
務
次
官
の
薮
中
三
十
二
先
生
で
す
。
講
師

は
欧
米
の
み
な
ら
ず
ア
ジ
ア
外
交
に
も
精
通
し
て
い
る
経
験
豊
富
な

デ
ィ
プ
ロ
マ
ッ
ト
で
あ
り
、
近
年
悪
化
し
て
い
る
日
中
韓
関
係
を
憂
慮

さ
れ
、『
日
本
の
針
路
―
ヒ
ン
ト
は
交
隣
外
交
の
歴
史
に
あ
り
』（
岩
波

書
店
、
二
〇
一
五
年
）
を
出
版
し
て
い
ま
す
。
ち
ょ
う
ど
本
イ
ベ
ン
ト

の
直
前
、
一
一
月
初
め
に
、
中
断
さ
れ
て
い
た
日
中
韓
首
脳
会
談
（
一

一
月
一
日
）
と
と
も
に
安
倍
晋
三
首
相
と
朴
槿
恵
大
統
領
の
初
の
公
式

日
韓
首
脳
会
談（
一
一
月
二
日
）が
ソ
ウ
ル
で
開
催
さ
れ
、
大
変
時
宜
を

得
た
講
演
会
に
な
り
ま
し
た
。

イ
ベ
ン
ト
当
日
、
本
学
ク
リ
ス
タ
ル
ホ
ー
ル（
七
号
館
）に
本
学
教
職

員
や
学
生
と
と
も
に
、
多
く
の
韓
国
・
朝
鮮
問
題
専
門
家
ら
が
集
う
中
、

本
学
の
フ
ァ
ン
・
サ
ウ
ク
エ
ン
Ｇ
Ｃ
Ｉ
所
長（
本
学
国
際
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
学
科
教
授
）
と
平
岩
俊
司
・
現
代
韓
国
朝
鮮
学
会
会
長
の
開
会

の
言
葉
で
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
始
ま
り
、
第
一
部
で
は
特
別
講
師
の
薮
中

三
十
二
氏
に
よ
る
基
調
講
演
、
そ
し
て
第
二
部
で
は
講
師
と
と
も
に
パ

薮中三十二氏
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ネ
リ
ス
ト
と
し
て
平
岩
教
授
、
伊
集
院
敦
・
日
本
経
済
研
究
セ
ン
タ
ー

国
際
ア
ジ
ア
研
究
部
長
（
日
本
経
済
新
聞
元
ソ
ウ
ル
支
局
長
、
中
国
総

局
長
）、
金
栄
鎬
・
広
島
市
立
大
学
教
授
を
交
え
て
活
発
な
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

【
講
演
会
の
内
容
】

講
演
会
で
は
、
薮
中
講
師
よ
り
、
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
日
中
韓
協
力

の
歴
史
、
現
在
、
今
後
に
つ
い
て
話
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
中

で
日
本
外
交
に
お
け
る
意
義
や
課
題
に
つ
い
て
、
外
交
官
時
代
の
エ
ピ

ソ
ー
ド
を
交
え
て
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
以
下
、
講
演
会
の
内
容

を
中
心
に
講
師
の
話
を
ま
と
め
ま
し
た
。

●
日
中
韓
協
力
の
誕
生

「
日
中
韓
協
力
」
と
い
う
の
は
長
い
歴
史
の
中
で
み
た
ら
決
し
て
自
然

な
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
古
代
か
ら
二
〇
〇
〇
年
以
上
に
わ
た
る
日

中
韓
関
係
の
歴
史
の
中
で
、
日
中
韓
三
か
国
が
協
力
し
た
こ
と
は
あ
ま

り
な
い
。
そ
の
中
で
七
世
紀
と
い
う
時
代
は
実
に
興
味
深
い
の
で
す
。

当
時
の
日
中
韓
関
係
は
実
に
複
雑
で
「
入
り
乱
れ
た
」
関
係
で
あ
り
、

そ
の
中
で
日
本
が
「
積
極
的
な
外
交
プ
レ
ー
ヤ
ー
」
と
し
て
活
躍
し
た

こ
と
に
改
め
て
「
驚
き
」
ま
し
た
。
七
世
紀
よ
り
前
は
中
国
が
内
部
的

に
ま
と
ま
っ
て
い
な
い
が
、
一
旦
、
中
国
が
統
一
し
た
後
、
日
本
は
、

戦
略
的
な
計
算
の
上
、
韓
国
に
目
を
向
け
て
支
援
し
ま
し
た
が
、
中
国

（
唐
）と
も
関
係
立
て
直
し
を
進
め
ま
し
た
（
１
）。
さ
ら
に
先
に
進
み
、
一
九

世
紀
末
か
ら
の
近
代
に
お
い
て
、
明
治
維
新
、
日
清
戦
争
・
日
露
戦

争
・
日
韓
併
合
、
日
中
戦
争
と
、
朝
鮮
半
島
を
め
ぐ
る
パ
ワ
ー
・
ポ
リ

テ
ィ
ッ
ク
ス
が
展
開
さ
れ
、
三
国
間
の
協
力
は
な
か
っ
た
の
で
す
。
二

〇
世
紀
後
半
、
日
本
の
敗
戦
か
ら
東
西
冷
戦
の
中
で
は
日
中
韓
協
力
は

不
可
能
で
し
た
。

で
は
現
在
の
日
中
韓
協
力
の
枠
組
み
と
い
う
の
は
い
つ
、
な
ぜ
、
ど

の
よ
う
に
し
て
誕
生
し
た
の
で
し
ょ
う
か
。
今
の
日
中
韓
協
力
の
枠
組

み
は
、
冷
戦
終
結
後
、
二
〇
世
紀
末
か
ら
二
一
世
紀
に
か
け
て
形
成
さ

れ
ま
し
た
。
こ
こ
で
も
日
本
が
東
ア
ジ
ア
地
域
協
力
を
進
め
る
た
め
に

積
極
的
な
外
交
プ
レ
ー
ヤ
ー
と
な
り
ま
し
た
。
具
体
的
に
は
一
九
九
七

年
、
東
ア
ジ
ア
経
済
危
機（
通
貨
危
機
）時
、
舞
台
は
ア
セ
ア
ン（
Ａ
Ｓ

開会の挨拶をする平岩俊司氏（現代韓
国朝鮮学会会長）

サウクエン・ファン先生（当研究所所
長）
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Ｅ
Ａ
Ｎ:

東
南
ア
ジ
ア
諸
国
連
合
）
で
す
。
九
七
年
当
時
、
タ
イ
、
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
、
香
港
、
韓
国
な
ど
が
通
貨
危
機
に
直
面
す
る
中
、
毎
年

恒
例
の
ア
セ
ア
ン
会
議
が
開
か
れ
、
ア
セ
ア
ン
パ
ー
ト
ナ
ー
の
域
外
国

と
し
て
日
中
韓
の
首
脳
が
参
集
し
ま
し
た
。
当
時
は
日
本
が
ア
ジ
ア
経

済
の
一
番
の
リ
ー
ダ
ー
格
で
、
中
国
が
通
貨
危
機
に
対
し
て
具
体
的
な

行
動
を
と
れ
る
よ
う
な
時
代
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
日
本
は
「
宮

沢
構
想
」（
ア
ジ
ア
通
貨
基
金
）を
提
案
す
る
な
ど
、
ア
ジ
ア
経
済
を
ど

う
安
定
さ
せ
る
か
を
考
え
た
末
、「
ア
セ
ア
ン
・
プ
ラ
ス
３
（ASEAN

 
Plus Three: APT

）」
と
い
う
地
域
協
力
の
枠
組
み
が
誕
生
し
ま
し
た
。

「
プ
ラ
ス
３
」
は
日
中
韓
で
す
が
、
ア
セ
ア
ン
会
議
で
三
国
の
首
脳
が
会

い
、「
朝
食
ぐ
ら
い
一
緒
に
し
ま
し
ょ
う
か
」
と
い
う
と
こ
ろ
か
ら
始
ま

り
ま
し
た
。
つ
ま
り
、
日
中
韓
協
力
は
、「
ア
セ
ア
ン
・
プ
ラ
ス
３
」
の

「
派
生
物
」
と
し
て
始
ま
っ
た
も
の
な
の
で
す
。

そ
の
後
、「
プ
ラ
ス
３
」
で
会
っ
て
、
三
か
国
で
話
し
て
い
く
う
ち

に
、「
面
白
い
ね
」
と
な
っ
て
き
て
、
現
在
の
「
日
中
韓
サ
ミ
ッ
ト
」
ま

で
発
展
し
て
き
た
と
い
う
わ
け
で
す
。
当
時
、
日
中
韓
の
戦
略
対
話（
高

級
実
務
者
対
話
）
を
行
な
っ
て
い
た
の
で
す
が
、
そ
れ
は
三
か
国
の
話

に
留
ま
ら
ず
グ
ロ
ー
バ
ル
な
問
題
に
つ
い
て
も
話
し
あ
い
、
実
に
「
新

鮮
」
な
経
験
で
し
た
。
そ
こ
か
ら
、「
で
は
サ
ミ
ッ
ト
も
や
ろ
う
か
」
と

い
う
こ
と
に
な
り
、
当
時
の
中
国
も
そ
れ
を
積
極
的
に
支
援
し
、
二
〇

〇
八
年
、
最
初
の
日
中
韓
サ
ミ
ッ
ト
を
福
岡
で
開
催
し
ま
し
た
。
プ
ラ

ス
３
の
初
会
談
以
来
、
ほ
ぼ
一
〇
年
を
経
て
、
ア
セ
ア
ン
以
外
で
行
な
っ

た
初
の
首
脳
会
談
で
す
。
以
来
、
毎
年
、
日
中
韓
の
都
市
で
首
脳
会
談

を
開
い
て
き
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の
後
、
日
中
韓
三
か
国
は
歴
史

や
領
土
問
題
で
揺
れ
、
二
〇
一
三
年
五
月
の
日
中
韓
サ
ミ
ッ
ト
（
ソ
ウ

ル
開
催
）は
中
国
の
反
対
で
中
断
さ
れ
ま
し
た
。
去
る
一
一
月
初
め（
二

〇
一
五
年
）に
二
年
ぶ
り
に
日
中
韓
サ
ミ
ッ
ト
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
も

ち
ろ
ん
昨
今
の
厳
し
い
外
交
状
況
の
中
で
サ
ミ
ッ
ト
が
開
催
さ
れ
た
こ

と
に
意
義
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
こ
で
何
を
話
し
、
こ
れ
か
ら
何
を
す
る

の
か
が
実
際
は
大
事
な
こ
と
な
の
で
す
。

●
日
中
韓
協
力
の
意
義
と
役
割

以
上
の
通
り
、
紆
余
曲
折
を
経
て
、
日
中
韓
協
力
と
い
う
地
域
協
力

枠
組
が
誕
生
し
ま
し
た
が
、
そ
の
戦
略
的
意
義
は
無
視
で
き
ま
せ
ん
。

経
済
的
に
は
、
日
中
韓
の
長
い
歴
史
の
中
で
、
初
め
て
、
日
中
韓
三
か

国
が
と
も
に
世
界
経
済
で
主
要
な
プ
レ
ー
ヤ
ー
に
な
り
ま
し
た
。
日
中

は
Ｇ
Ｄ
Ｐ
で
世
界
二
位
と
三
位
、
韓
国
は
一
五
位
以
内
で
す
。
日
中
韓

貿
易
も
ず
い
ぶ
ん
な
規
模
と
な
り
、
日
中
貿
易
は
三
〇
〇
〇
億
ド
ル
、

中
韓
は
二
三
〇
〇
億
ド
ル
、
日
韓
は
八
〇
〇
億
ド
ル
規
模
で
す
。
し
か

し
、
そ
の
中
で
地
殻
変
動
、
パ
ワ
ー
バ
ラ
ン
ス
の
変
化
が
起
き
て
ま
す
。

い
わ
ゆ
る
中
国
の
台
頭
で
す
。
二
〇
〇
〇
年
頃
ま
で
は
米
国
が
日
韓
両

国
の
最
大
貿
易
国
で
し
た
が
、
今
は
中
国
が
米
国
に
代
わ
り
最
大
貿
易

相
手
国
で
す
。
ま
た
中
国
に
と
っ
て
は
米
国
が
最
大
貿
易
相
手
国
で
、

経
済
の
み
な
ら
ず
外
交
・
軍
事
的
に
も
米
中
戦
略
ゲ
ー
ム
が
展
開
さ
れ
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る
時
代
と
な
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
日
中
韓
は
ど
う
す
る
の
か
、
と
い
う

戦
略
的
・
外
交
的
課
題
に
我
々
は
直
面
し
て
い
ま
す
。

外
務
省
に
い
た
こ
ろ
で
す
が
、
か
つ
て
最
も
大
事
だ
っ
た
の
は
Ｇ
７

（
日
米
独
英
仏
伊
加
の
先
進
主
要
国
サ
ミ
ッ
ト
）で
し
た
。
世
界
の
主
要

な
問
題
に
つ
い
て
話
し
合
う
の
は
Ｇ
７
で
し
た
が
、
今
は
そ
れ
だ
け
で

は
意
味
が
な
い
。
Ｇ
７
は
か
つ
て
世
界
経
済
の
七
〇
％
を
占
め
た
が
、

今
は
四
五
％
、
中
韓
を
含
む
新
興
国
は
四
〇
％
で
す
。
今
の
Ｇ
２
０
で

は
数
が
多
す
ぎ
て
う
ま
く
い
か
な
い
の
で
は
と
思
う
が
、
Ｇ
ゼ
ロ
で
も

困
り
ま
す
。
世
界
経
済
の
中
で
も
ア
ジ
ア
経
済
が
占
め
る
位
置
は
大
き

く
、
そ
の
中
に
日
中
韓
が
あ
る
。
で
は
日
中
韓
は
ど
の
よ
う
な
関
係
を

築
い
て
い
く
の
か
、
日
中
韓
協
力
に
意
義
を
見
出
し
て
い
く
の
か
否
か
、

そ
れ
が
改
め
て
今
問
わ
れ
て
い
ま
す
。

今
、
日
中
韓
関
係
は
非
常
に
難
し
い
状
況
に
お
か
れ
て
い
ま
す
。
ま

ず
歴
史
の
問
題
で
す
。
日
韓
併
合（
一
九
一
〇
年
）、
満
州
事
変
以
降
の

日
中
関
係
、
日
中
戦
争
な
ど
は
き
れ
い
に
割
切
れ
る
問
題
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
そ
の
よ
う
な
歴
史
問
題
を
抱
え
な
が
ら
、
中
韓
が
接
近
し
て
い

く
と
な
る
と
、
日
本
に
と
っ
て
も
居
心
地
が
悪
く
な
り
ま
す
。
も
う
一

つ
は
ア
メ
リ
カ
と
の
関
係
、
つ
ま
り
ア
メ
リ
カ
と
日
中
韓
の
関
係
を
ど

う
し
て
い
く
か
で
す
。
日
本
外
交
に
と
っ
て
ア
メ
リ
カ
と
の
関
係
は
基

軸
で
す
が
、
パ
ワ
ー
バ
ラ
ン
ス
が
変
化
す
る
中
、
米
中
関
係
が
ど
う
展

開
し
そ
の
中
で
ど
う
生
き
て
い
く
の
か
、
慎
重
に
考
え
て
い
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。
つ
ま
り
日
米
同
盟
を
基
軸
と
し
な
が
ら
、
中
韓
と
の
関
係
、

即
ち
「
日
米
プ
ラ
ス
」
で
日
本
の
外
交
を
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
そ
の
よ
う
な
中
で
日
中
韓
協
力
に
役
割
が
あ
る
と
す
れ
ば
、

次
の
二
点
で
す
。
第
一
に
、
日
中
韓
の
「
対
立
の
緩
和
剤
（
な
い
し
は

緩
衝
剤
）」
と
し
て
の
機
能
で
す
。
歴
史
・
領
土
問
題
な
ど
を
め
ぐ
り
対

立
や
摩
擦
が
先
鋭
化
し
た
場
合
、
首
脳
会
談
を
は
じ
め
と
す
る
日
中
韓

の
枠
組
は
三
か
国
の
対
立
を
緩
和
し
、
緩
衝
剤
と
し
て
の
役
割
を
果
た

せ
ま
す
。
こ
れ
は
隣
国
外
交
と
し
て
の
機
能
で
す
。
第
二
に
、
よ
り
広

い
意
味
で
、
日
中
韓
協
力
は
、「
ア
セ
ア
ン
・
プ
ラ
ス
３
」
を
中
心
と
す

る
東
ア
ジ
ア
地
域
協
力
の
「
推
進
母
体
」
と
し
て
の
役
割
が
あ
る
と
考

え
ま
す
。
今
、「
ア
セ
ア
ン
・
プ
ラ
ス
３
」
の
ほ
か
に
、
域
外
国
の
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
、
イ
ン
ド
、
さ
ら
に
ア
メ
リ
カ
と

ロ
シ
ア
が
入
っ
て
い
る
「
東
ア
ジ
ア
サ
ミ
ッ
ト（East Asia Sum

m
it

：

EAS

）」（
二
〇
〇
五
年
発
足
）
が
あ
り
、
地
域
協
力
枠
組
は
錯
綜
し
て

い
ま
す
。
そ
の
中
で
東
ア
ジ
ア
協
力
の
自
然
な
協
力
体
は
依
然
と
し
て

「
ア
セ
ア
ン
・
プ
ラ
ス
３
」
で
す
。
ア
セ
ア
ン
と
と
も
に
プ
ラ
ス
３
の
日

中
韓
が
協
力
で
き
れ
ば
地
域
協
力
の
「
大
き
な
原
動
力
」
と
な
り
、
プ

ラ
ス
３
が
い
が
み
合
っ
て
い
れ
ば
何
も
進
み
ま
せ
ん
。

●
日
本
外
交
へ
の
助
言

以
上
の
通
り
、
日
本
外
交
に
と
っ
て
日
中
韓
協
力
と
い
う
枠
組
は
一

定
の
意
味
が
あ
る
こ
と
は
理
解
で
き
た
と
思
い
ま
す
。
こ
こ
で
繰
り
返

し
申
し
上
げ
ま
す
が
、
日
中
韓
協
力
は
決
し
て
自
然
な
枠
組
み
で
は
な
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く
、
隣
国
外
交
の
ツ
ー
ル
と
し
て
、
そ
し
て
東
ア
ジ
ア
協
力
を
進
め
て

い
く
た
め
の
戦
略
的
な
ツ
ー
ル
と
し
て
ど
う
活
用
し
て
い
く
か
に
つ
い

て
常
に
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
こ
で

最
後
に
、
日
本
外
交
へ
の
助
言
と
し
て
、
日
中
韓
協
力
を
推
進
す
る
に

あ
た
り
幾
つ
か
の
ポ
イ
ン
ト
を
指
摘
し
ま
す
。

第
一
に
、
日
本
は
、「
日
米
プ
ラ
ス
」
で
、「
日
米
」
と
と
も
に
日
中

韓
を
含
む
東
ア
ジ
ア
地
域
協
力
を
と
も
に
推
進
し
て
い
く
べ
き
で
あ
る

と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
こ
で
悩
ま
し
い
の
は
ア
メ
リ
カ
と
ア
ジ
ア
と
の

間
の
立
ち
位
置
で
す
。
こ
れ
は
近
現
代
に
お
け
る
日
本
外
交
の
永
遠
の

課
題
と
も
い
え
る
で
し
ょ
う
。
か
つ
て（
二
〇
〇
九
年
頃
）、
鳩
山
由
起

夫
首
相（
民
主
党
）が
「
東
ア
ジ
ア
共
同
体
」
を
提
唱
し
た
と
き
、
ア
メ

リ
カ
が
か
な
り
警
戒
し
ま
し
た
が
、
そ
の
ア
イ
デ
ィ
ア
は
す
で
に
小
泉

純
一
郎
首
相
（
自
民
党
）
の
時
代
か
ら
あ
り
ま
し
た
。「
あ
の
時
、
日
本

は
舵
を
切
っ
た
」
の
で
す
。
二
〇
〇
〇
年
頃
、
ド
ー
ハ
ラ
ウ
ン
ド
は
停

滞
し
、
Ｗ
Ｔ
Ｏ
を
中
心
と
す
る
グ
ロ
ー
バ
ル
な
多
角
的
貿
易
シ
ス
テ
ム

で
は
う
ま
く
い
か
な
い
と
判
断
し
、
北
米
Ｎ
Ａ
Ｆ
Ｔ
Ａ
や
Ｅ
Ｕ
が
進
む

中
、
日
本
も
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
ア
セ
ア
ン
な
ど
地
域
Ｆ
Ｔ
Ａ
に
シ
フ
ト

し
、
そ
の
流
れ
で
ア
セ
ア
ン
・
プ
ラ
ス
３
を
中
核
と
す
る
東
ア
ジ
ア
共

同
体
構
想
が
生
ま
れ
ま
し
た
。
当
時
も
ア
メ
リ
カ
は
「
俺
は
入
っ
て
い

る
の
か
」
と
か
な
り
警
戒
し
ま
し
た
が
、
そ
れ
に
対
し
て
日
本
は
「
オ
ー

プ
ン
」
な
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
と
伝
え
、
日
米
同
盟
と
共
存
し
つ
つ
も
、

ア
メ
リ
カ
が
全
て
の
枠
組
に
入
っ
て
い
る
必
要
は
な
い
と
考
え
、
ア
セ

ア
ン
・
プ
ラ
ス
３
協
力
を
推
進
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
ア
メ
リ
カ
は
環

太
平
洋
経
済
連
携
協
定（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
）を
利
用
し
、
Ｅ
Ａ
Ｓ
に
も
加
盟
、
同

盟
国
に
も
梃
入
れ
し
、「
ア
ジ
ア
回
帰
」
を
推
進
し
て
き
ま
し
た
。
し
か

し
ア
メ
リ
カ
の
対
外
姿
勢
は
一
定
で
は
な
い
。
今
は
米
中
が
思
う
よ
う

に
い
か
ず
対
中
牽
制
し
て
い
る
が
、
あ
る
日
突
然
、
対
中
融
和
に
い
く

と
か
、
モ
ン
ロ
ー
主
義
の
よ
う
な
内
向
き
主
義（
孤
立
主
義
）に
戻
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
そ
う
い
う
中
で
日
本
は
ど
の
よ
う
に
「
し
た
た
か
な
」

外
交
を
進
め
て
い
く
の
か
―
日
本
に
は
日
米
安
保
条
約
が
あ
り
、
そ
れ

を
基
礎
に
し
な
が
ら
、
同
時
に
日
中
韓
、
ア
セ
ア
ン
を
入
れ
た
東
ア
ジ

ア
協
力
を
ど
う
進
め
て
い
く
か
と
い
う
「
両
睨
み
」
の
外
交
を
考
え
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

第
二
に
、
東
ア
ジ
ア
地
域
協
力
を
進
め
る
中
で
、
ア
セ
ア
ン
へ
の
配

慮
を
忘
れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
ア
セ
ア
ン
は
日
本
外
交
に
と
っ
て
大
事

な
財
産
で
す
。
よ
く
日
本
の
メ
デ
ィ
ア
で
も（
中
韓
に
比
べ
て
）ア
セ
ア

ン
は
「
親
日
」
で
あ
る
と
報
じ
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
を

「
当
然
視
」
す
る
こ
と
は
間
違
い
で
す
。
ア
セ
ア
ン
諸
国
に
も
各
々
の
日

本
に
対
す
る
複
雑
な
感
情
が
あ
り
ま
す
。
日
本
は
ア
セ
ア
ン
に“W

e 
care about you ”

と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝
え
続
け
、
手
を
抜
い
て

は
な
り
ま
せ
ん
。
二
〇
〇
二
年
に
、
ア
セ
ア
ン
が
突
然
、
ア
セ
ア
ン
憲

章
の
土
台
、
Ｔ
Ａ
Ｃ（
東
南
ア
ジ
ア
友
好
協
力
条
約
）を
域
外
国
に
オ
ー

プ
ン
に
す
る
と
提
案
し
、
中
国
は
す
ぐ
署
名
し
た
。
日
本
や
韓
国
な
ど

は
当
初
「
も
た
も
た
」
し
た
が
、
二
〇
〇
三
年
に
日
本
・
ア
セ
ア
ン
特
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別
首
脳
会
合
が
東
京
で
初
め
て
開
催
さ
れ
、
Ｔ
Ａ
Ｃ
に
も
加
入
し
て
ア

セ
ア
ン
重
視
の
姿
勢
を
打
ち
出
し
、
挽
回
し
ま
し
た
。
ま
た
「
日
中
の

ど
ち
ら
を
と
る
？
」
と
い
う
質
問
は
ア
セ
ア
ン
に
と
っ
て
「
最
悪
」
の

質
問
に
な
り
ま
す
。
一
番
い
い
の
は
、
日
本
が
中
国
と
協
力
を
結
び
な

が
ら
、
韓
国
も
そ
こ
に
入
り
、
日
中
韓
の
協
力
枠
組
で
ア
セ
ア
ン
と
一

緒
に
な
っ
て
中
国
と
向
き
合
っ
て
い
く
こ
と
で
す
。
そ
の
た
め
に
ア
セ

ア
ン
・
プ
ラ
ス
３
や
ア
メ
リ
カ
が
入
っ
て
い
る
Ｅ
Ａ
Ｓ
等
を
使
い
、
日

本
が
ス
マ
ー
ト
な
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
て
い
く
こ
と
を
ア
セ
ア

ン
は
期
待
し
て
い
ま
す
。

第
三
に
、
日
中
韓
の
関
係
に
つ
い
て
で
す
。
日
中
韓
協
力
枠
組
は
、

日
中
韓
対
立
の
緩
和
剤
で
あ
る
と
と
も
に
、
隣
国
外
交
を
マ
ネ
ー
ジ
す

る
ツ
ー
ル
で
も
あ
り
ま
す
。
韓
国
に
と
っ
て
も
そ
う
で
す
。
日
中
韓
は

日
中
・
日
韓
・
中
韓
の
バ
イ
の
関
係
の
集
合
体
で
あ
り
、
各
々
の
駆
け

引
き
が
あ
り
ま
す
。
と
く
に
韓
国
は
世
界
的
に
そ
れ
な
り
に
大
き
く
て

も
、
日
中
韓
の
中
で
は
一
番
小
さ
い
国
で
、
最
も
影
響
を
受
け
ま
す
。

韓
国
が
日
中
韓
に
こ
だ
わ
る
理
由
は
、
三
国
間
の
対
立
の
緩
衝
剤
と
い

う
韓
国
自
身
に
と
っ
て
の
利
益
が
あ
る
か
ら
で
す
。
韓
国
は
自
ら
の
存

在
感
を
出
す
た
め
に
日
中
韓
三
か
国
協
力
事
務
局
を
ソ
ウ
ル
に
開
設
し

ま
し
た
。
ま
た
日
中
韓
と
い
う
関
係
の
中
で
日
韓
や
日
中
の
問
題
に
も

取
組
ん
で
き
ま
し
た
。
例
え
ば
、
日
韓
（
一
九
九
九
年
）・
日
中
（
二
〇

〇
〇
年
）
の
漁
業
協
定
で
す
。
当
時
、
外
交
官
と
し
て
両
方
を
同
時
並

行
で
担
当
し
ま
し
た
が
、
あ
る
日
、
一
方
が
ま
と
め
れ
ば
、
も
う
一
方

が
動
く
、
そ
う
い
う
外
交
力
学
が
作
用
し
ま
す
。
近
年
の
南
シ
ナ
海
の

問
題
は
実
に
難
し
い
問
題
で
、
日
米
は
と
も
に
中
国
の
行
動
を
牽
制
す

る
た
め
に
共
同
歩
調
を
と
っ
て
い
ま
す
が
、
韓
国
が
今
後
ど
の
よ
う
に

動
く
か
は
未
知
数
で
す
。
し
か
し
東
シ
ナ
海
で
の
日
中
の
経
験
は
ま
だ

学
べ
る
と
こ
ろ
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。
二
〇
〇
八
年
の
ガ
ス
田
開
発
を

め
ぐ
る
日
中
合
意
で
す
。
こ
の
合
意
は
ほ
と
ん
ど
忘
れ
ら
れ
て
い
て
、

残
念
な
が
ら
条
約
交
渉
に
至
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
日
中
両
国
が
中
間
線

で
暫
定
水
域
の
設
置
に
合
意
し
た
現
実
的
か
つ
「
大
変
重
い
合
意
」
で

す
。
こ
れ
は
南
シ
ナ
海
と
は
異
な
る
状
況
で
、
い
つ
か
日
中
外
交
を
再

開
し
、
東
シ
ナ
海
の
安
定
を
図
る
た
め
の
き
っ
か
け
に
な
り
ま
す
。

司会の阪田恭代先生



59

日本外交における日中韓協力

【
謝
辞
】

講
演
の
後
、
パ
ネ
ル
・
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
が
、

あ
る
パ
ネ
リ
ス
ト
が
述
べ
た
よ
う
に
、
非
常
に
タ
イ
ム
リ
ー
な
時
期
に

元
外
交
官
の
薮
中
講
師
の
生
の
声
、「
薮
中
節
」
を
拝
聴
で
き
た
こ
と
は

大
変
、
貴
重
な
機
会
と
な
り
ま
し
た
。
講
演
会
当
日
、
長
い
時
間
ご
協

力
い
た
だ
い
た
薮
中
講
師
と
講
演
会
の
開
催
に
協
力
し
て
い
た
だ
い
た

現
代
韓
国
朝
鮮
学
会
と
Ｇ
Ｃ
Ｉ
に
改
め
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
ク
リ

ス
タ
ル
ホ
ー
ル
会
場
隣
の
多
言
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー（
Ｍ

Ｕ
Ｌ
Ｃ
）
施
設
と
「
食
神
」
も
日
中
韓
を
含
む
東
ア
ジ
ア
文
化
を
楽
し

む
場
と
し
て
参
加
者
か
ら
好
評
を
得
ま
し
た
。
ご
協
力
い
た
だ
い
た
大

学
関
係
者
、
事
務
局（
総
務
、
広
報
）と
学
生
に
改
め
て
謝
意
を
表
し
ま

す
。注（1） 

六
六
三
年
、
白
村
江
の
戦
い
。
当
時
、
朝
鮮
半
島
は
新
羅
、
高

句
麗
、
百
済
の
三
国
時
代
。
唐
・
新
羅
連
合
軍
と
対
抗
し
て
い

た
百
済
に
日
本
（「
倭
国
」）
は
援
軍
を
送
る
。


